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11月３日(日)、矢越地区と川台町内会が合同で海岸清掃を行いました。
当日は、地区・町内会のほか、佐井村建設業協会、明治安田生命、美しい村の推進プロジェクトチーム
のメンバーなど総勢84名が参加し、ごみ袋約700袋の海岸漂着ごみを処分しました。
今回、集中的に取り組んだ場所は矢越地区の大沢導船溝です。地域の海岸が漁業者の利用する場所と
してだけでなく親水空間として環境を整えることの意義や今後の海岸清掃のあり方などについて考える
とても有意義な活動になりました。
このほかにも海岸清掃が行われている地域はたくさんあり、海ゴミ問題に対しての意識が⽛他人ごと⽜
から⽛自分ごと⽜に変わってきた様子が伺えます。小さくとも夢がある活動が今後ますます広がってい
くことを期待します。

地域間交流による矢越海岸ビーチクリーン大作戦

美しい村づくりの一環として佐井村商工会青
年部が主体となり、アルサスにおもてなしス
ポットが整備されました。海側の出入り口付近
の一部の空間をウッドデッキにし､ベンチやテー
ブルを置いて休憩できるスペースになります。
アクションプラン10.⽛歩いて楽しい場所を
つくる⽜にも描かれていますが、“ちょっと座れ
るベンチ”や“気候のいい時期に外でお茶やお食
事ができる場所”などの整備が実現しました。

おもてなしスポットを整備しました！

※この事業は、日本で最も美しい佐井村づくり事業補助金を活用し実施されました。

※この事業は、日本で最も美しい佐井村づくり
事業補助金を活用し実施されました。

11月10日(日)、第３回目のビーチクリーンプロ
ジェクトとしてアルサスから漁協方面へ向かい海
沿い道路のごみ拾いを行いました。
24名の方に参加いただき、約30袋のごみを拾い
集めました。
あたたかい季節になったら、海岸の漂着物清掃
にも力を入れていきたいと思います。

第３回ビーチクリーンプロジェクト

清掃前 清掃後


